
第
十
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
ビ
ス
マ
ル
ク
の
慧
綿
定
丈
化
欝
撃

鑛
一
越
　
　
　
一
〇
四
　
（
一
〇
四
）

ビ
ス
マ
ル
ク
の
信
撫
躍
マ
｝
交
化
離
剛
箏

文
學
士
時
野
谷
常
三
郎

　
文
化
闘
孚
は
第
十
九
世
紀
に
於
け
る
ド
イ
ツ
吏
上
に
顯

著
な
る
一
大
事
象
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
研
究
の
政
治
史
的

方
面
に
將
た
宗
敏
史
的
方
面
に
極
め
て
興
昧
あ
る
問
題
π

る
は
言
ふ
ま
で
も
無
い
。
そ
の
事
の
政
治
ご
宗
激
に
交
渉

あ
る
以
上
、
爾
者
を
離
れ
て
該
問
題
に
解
映
を
與
ふ
べ
か

ら
ざ
ら
は
無
論
で
あ
る
が
、
此
の
問
題
の
常
事
者
た
る
ビ

ス
マ
ル
ク
の
信
仰
が
該
史
實
に
甥
し
て
果
し
て
幾
何
の
影

響
を
呈
せ
る
か
、
其
の
綾
展
の
経
過
に
勤
し
果
し
て
何
等

の
寄
與
を
な
せ
る
か
。
そ
の
一
端
を
關
明
な
ら
し
め
や
う

ご
す
る
の
は
此
の
小
篇
の
努
力
で
あ
る
。

甥

　
ビ
ス
マ
ル
ク
の
信
仰
は
如
何
に
。
彼
れ
の
信
仰
は
其
の

　
　
　
　
　
　
　
デ
　
て
　
ズ
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ン
　
セ
ィ

始
め
に
於
て
寧
ろ
慮
然
聯
数
的
の
立
場
に
立
ち
、
萬
有
淋

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

ス
ム教

的
の
地
位
に
ま
で
進
め
る
も
の
、
如
く
で
あ
る
Q
彼
れ

は
其
の
幼
時
に
撃
て
1
3
イ
ッ
唾
心
涙
の
青
髭
に
し
て
、
一

代
の
大
戦
信
者
た
る
シ
ユ
ラ
イ
エ
ル
マ
ツ
ヘ
ル
の
聾
咳
に

接
し
て
、
そ
の
訓
養
を
蒙
り
其
の
紳
學
的
見
解
に
影
響
せ

ら
れ
た
る
者
の
如
く
で
あ
る
Q
麹
も
シ
ユ
ラ
イ
エ
ル
マ
ツ

ヘ
ル
（
一
レ
～
山
側
一
八
レ
・
．
一
入
｝
ご
四
）
は
十
九
…
世
紀
の
一
大
・
王
潮

た
る
理
想
主
義
に
學
説
の
根
砥
を
置
け
る
は
勿
論
で
あ
っ

て
同
時
に
、
叉
啓
蒙
藩
命
の
戚
化
を
も
受
け
、
例
へ
ば
宗
激

上
で
瞭
然
理
想
主
義
の
表
現
を
見
た
の
は
言
ふ
ま
で
も
無

い
が
．
｝
面
啓
蒙
思
想
の
影
響
で
宗
駁
を
ば
吾
入
の
理
性



1
　
で
、

　
を
以
て
認
め
得
オ
普
遍
の
基
礎
の
上
に
置
か
う
こ
す
る
所

　
　
デ
　
ズ
　
ム

謂
自
然
榊
敢
の
精
帥
に
も
共
鳴
せ
る
こ
こ
ろ
の
も
の
が
あ

　
り
、
其
の
宇
宙
の
考
察
で
は
紳
を
ば
天
地
萬
物
に
在
り
て

常
に
活
動
す
る
一
大
勢
力
ご
同
親
し
、
棘
ご
世
界
ご
は
實

際
相
離
れ
て
存
在
す
る
も
の
に
あ
ら
す
、
蕾
吾
人
の
思
考
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ン
セ
リ
の
ス
ム

上
之
を
匪
齢
し
得
る
の
み
こ
説
ぐ
所
謂
萬
有
帥
数
の
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
に
も
近
接
す
る
ご
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
さ
て
シ
ユ
ラ
イ
エ
〃
マ
ッ
ヘ
ル
の
憩
學
妙
想
の
ビ
ス
マ

　
ル
ク
の
幼
時
に
及
ぼ
せ
る
影
響
に
至
っ
て
は
バ
ウ
ム
ガ
ル

テ
ソ
の
『
ビ
ス
糊
、
ル
ク
の
信
仰
』
に
掲
記
せ
る
ゼ
ス
マ
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

宮
身
の
蓮
懐
に
つ
い
て
之
を
知
る
こ
ご
が
下
塗
る
。

　
　
『
不
魚
期
に
訪
問
せ
る
、
而
か
も
理
解
さ
れ
ざ
る
宗
漱

，
的
講
授
の
後
、
余
は
余
の
第
十
六
回
の
誕
生
縁
に
シ
ユ
ラ

　
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
に
依
り
て
盤
ま
れ
た
確
信
式
に
當
ゲ
、

眞
率
な
る
自
然
帥
敷
一
そ
は
幾
時
も
無
く
萬
有
紳
澱
的
の

混
入
を
避
く
る
を
得
な
か
っ
た
一
以
外
何
等
の
信
御
を
も

得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
』
云
々
、
即
ち
、
ゼ
ス
マ
ル
ク
の
幼

　
　
、
筑
　
十
巷
　
　
雑
　
管
齪
　
　
ビ
ス
マ
ル
ク
の
信
伽
ミ
文
化
…
協
蛾

奪

時
に
於
け
る
信
仰
が
灰
謂
基
督
澱
特
に
羅
馬
蕉
激
の
思
想

ご
は
徐
程
の
隔
り
が
あ
っ
た
こ
ご
が
了
か
る
。

　
さ
て
轟
く
の
如
き
信
仰
思
想
に
養
は
れ
離
れ
る
ビ
ス
々

〃
ク
も
、
年
爾
漸
く
長
じ
て
は
、
プ
ロ
シ
ャ
の
國
土
に
殆

ご
國
駁
的
の
勢
力
を
確
持
せ
る
新
敷
の
細
鱗
を
受
け
、
次

第
に
基
督
激
の
『
騨
』
な
る
も
の
を
腱
験
し
写
る
に
至
っ

た
、
】
入
六
二
年
彼
れ
の
始
め
て
プ
ロ
シ
ャ
の
宰
棚
に
畢
・

げ
ら
れ
た
年
、
其
の
十
月
の
一
日
に
己
が
夫
珍
い
書
信
を

　
（
4
）
ゴ
ヅ
ト
、
ヂ
ァ
、
ヘ
ル

遮
り
、
　
『
上
　
帝
は
余
の
全
く
豫
期
せ
ざ
る
に
あ
ら
ざ
る

又
全
然
要
め
ざ
り
し
に
あ
ら
ざ
る
地
位
に
余
を
遣
け
り
○
而

か
も
上
帝
が
爾
ほ
此
の
位
置
に
於
て
余
を
困
厄
に
隔
れ
、

健
康
を
損
ね
し
む
る
如
き
，
こ
ご
あ
ら
ざ
る
べ
き
を
信
ず
○
』

ご
言
へ
る
が
如
き
は
所
謂
彼
れ
の
『
上
帝
』
な
る
も
の
が

萬
有
紳
臨
監
の
も
の
し
非
ざ
る
を
推
知
す
る
に
難
く
は
無

い
。
爾
ほ
彼
れ
が
濁
佛
戦
後
の
際
陣
中
で
人
に
語
っ
て
『
若

し
余
に
し
て
基
督
澱
徒
に
注
す
ぱ
來
世
で
霧
王
に
臣
事
す

る
が
如
き
は
患
惟
す
る
を
得
ざ
る
べ
し
。
』
と
言
ふ
た
ご
傳

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
旧
〇
五
　
（
一
〇
五
）

ギ



　
　
　
第
十
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
ビ
ス
岬
、
ツ
ク
の
4
3
仰
ミ
丈
化
閣
…
輪

へ
ら
る
、
が
如
き
も
此
の
問
の
溝
型
を
漏
ら
す
も
の
で
謙
5
3

る
ま
い
か
。
し
か
し
彼
れ
の
墓
督
激
的
新
敷
の
愚
想
に
は
、

虜
然
帥
敷
的
考
寮
の
重
代
に
養
は
れ
た
理
性
七
重
の
精
製

が
容
易
に
失
は
れ
す
、
基
督
激
の
外
面
的
儀
式
等
に
は
左

程
重
き
を
粘
く
や
う
な
こ
ε
も
無
く
、
彼
れ
の
駿
曾
に
行

く
こ
ご
は
年
ご
共
に
減
じ
て
行
っ
た
こ
さ
へ
傳
へ
ら
る

る
。
彼
れ
に
あ
り
て
は
噺
家
の
霜
利
を
進
む
る
や
う
監
庫

す
る
こ
ご
が
既
に
上
帝
の
命
に
最
も
忠
實
に
添
ふ
所
以
で

あ
っ
て
、
人
間
の
義
務
た
る
第
一
義
で
あ
る
．
，
新
鋭
ご
言
ひ

奮
激
ご
言
ふ
も
管
長
に
有
害
な
る
其
の
外
孤
的
儀
容
を
さ

へ
脱
ぎ
捨
て
な
ば
彼
れ
に
於
て
は
同
一
な
る
待
遇
を
受
く

べ
き
で
あ
る
○
思
い
て
黒
歯
に
固
執
し
て
奮
澱
に
先
天
的

の
嫉
睨
を
持
す
る
が
如
き
は
其
の
本
旨
で
は
無
い
。
國
蓮
．

の
獲
展
を
…
進
む
る
が
上
に
必
要
な
ら
ば
誓
澱
こ
の
連
盟
も

敢
へ
て
僻
す
べ
き
事
で
は
無
い
。
漁
れ
に
反
し
て
國
椹
を

侵
し
、
國
蓮
の
…
進
展
を
妨
ぐ
る
や
う
な
場
含
に
は
蕪
面
影

澱
の
別
ち
な
く
断
々
乎
こ
し
て
之
を
排
反
せ
ね
ば
な
ら

藻

　
　
　
　
　
　
　
「
　
餓
那
一
蹴
ド
　
　
一
〇
六
　
　
（
凶
〇
六
）

ぬ
。
一
入
六
九
年
五
月
二
十
六
欝
に
ゼ
ス
マ
ル
ク
の
ア
膨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ニ
ム
（
〉
き
剛
三
）
に
書
き
鋳
れ
る
書
歌
に
、
　
『
憲
法
上
、
政

略
上
、
プ
買
シ
ヤ
に
ε
つ
て
は
一
つ
の
立
脚
地
の
存
す
る

も
の
が
あ
る
、
郎
ち
毅
會
の
事
柄
に
つ
い
て
は
激
會
の
完

全
な
る
自
山
に
薄
れ
、
國
家
の
領
域
に
於
け
る
そ
の
各
種

の
干
犯
に
は
決
然
立
っ
て
之
を
防
禦
す
る
こ
い
ふ
立
脚
地

は
是
れ
石
あ
る
○
』
ご
斯
く
の
如
く
言
ふ
て
居
る
の
は
畢
寛

以
上
の
見
解
を
明
言
せ
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
、

以
上
の
如
く
ビ
ス
マ
ル
ク
は
國
樺
を
維
持
し
國
家
の
編
利

を
．
奨
む
る
こ
ご
が
上
帝
の
意
に
最
も
善
く
適
ふ
所
以
ご
信

じ
、
之
を
果
す
が
爲
に
は
奮
毅
、
新
出
何
れ
を
敵
こ
な
す

も
敢
へ
て
僻
せ
ぬ
こ
こ
ろ
で
あ
る
が
、
若
し
是
等
の
宗
教

が
幾
分
、
國
薦
を
妨
ぐ
る
こ
こ
ろ
あ
る
に
せ
よ
賜
れ
以
上

の
害
毒
を
捗
る
、
爲
め
暴
酒
激
こ
の
警
護
を
要
す
る
や
う

の
場
合
．
是
を
敢
て
す
る
に
躇
蹴
せ
ぬ
。
畢
覧
か
く
す
る

事
が
紳
に
添
ふ
所
以
で
あ
る
ご
固
く
信
じ
た
の
で
あ
る
．

、



二

　
抑
も
第
十
九
世
紀
に
於
け
る
最
も
驚
く
べ
き
現
象
の
一

つ
は
『
盤
質
の
畳
醒
』
（
国
コ
為
簿
§
鵬
紆
。
。
墨
銀
剛
回
。
囮
凶
N
ぎ
三
凱
）

帥
ち
還
れ
で
あ
る
。
蓋
し
十
入
世
紀
に
於
て
啓
蒙
思
潮
の

盛
で
め
っ
た
折
に
は
羅
馬
駿
愈
の
指
導
者
ご
錐
も
此
の
思

想
に
抑
制
さ
れ
法
王
の
挽
座
ご
錐
も
之
が
爲
め
に
震
憾
さ

れ
や
う
ご
す
る
留
錫
で
、
か
、
る
時
代
に
於
て
記
入
ご
雄

も
此
の
『
奮
敷
の
畳
醒
』
を
豫
遷
す
る
こ
ご
は
鵠
來
な
か
っ

た
Q
然
る
に
十
九
世
紀
に
至
り
て
は
之
が
反
動
こ
し
て
宗

風
的
等
分
が
復
興
し
、
人
は
皆
、
自
己
の
生
命
力
（
H
b
ぴ
2
子

】
舞
δ
ご
精
聯
的
内
包
（
O
。
蒙
豊
，
O
。
薮
叶
）
ご
に
畳
醒
し

來
つ
た
。
爾
ほ
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
、
全
欧
に
熱
帯
せ
る
暴

力
的
苦
橋
は
沈
漏
し
落
せ
る
民
心
を
騙
っ
て
信
仰
の
光

に
向
は
し
め
、
且
つ
敏
洲
に
勃
興
せ
る
愚
民
虫
義
の
活
動

が
、
信
仰
酌
支
配
を
欲
求
せ
る
強
烈
な
轟
轟
に
同
情
的
歎

迎
を
注
ぐ
が
や
ラ
な
事
も
あ
り
、
蕎
漱
復
活
の
氣
運
が
漸

　
　
　
第
十
巻
　
　
雑
纂
　
　
ビ
ス
マ
四
ク
の
4
3
仰
さ
文
化
闘
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

次
大
に
昂
ま
り
來
つ
た
。

　
（
6
）

　
今
や
前
代
未
聞
の
復
興
的
氣
蓮
は
ラ
イ
ン
の
河
畔
よ
も

オ
ソ
ノ
コ
、
ラ
・
プ
ラ
タ
に
及
ぶ
置
畳
的
世
界
に
遍
満
し
、
寧

ろ
新
激
的
吉
家
ご
擢
す
べ
き
プ
ロ
シ
ャ
に
於
て
す
ら
狂
烈

な
る
蕉
澱
徒
に
し
て
天
才
的
理
解
を
引
せ
る
公
法
學
者
ヨ

ゼ
フ
・
ゲ
ー
レ
ス
（
甘
ω
。
喜
Ω
ど
，
一
，
。
ω
）
の
如
き
を
姦
し
た
。
彼

は
プ
ロ
シ
ャ
に
生
れ
た
の
に
も
係
は
ら
す
、
同
國
を
以
て

所
謂
『
ド
イ
ツ
の
落
敷
』
に
羽
帯
な
る
も
の
こ
し
、
同
國
の

ド
イ
ツ
統
一
の
鵜
望
に
甥
し
激
烈
な
反
抗
を
惜
ま
な
か
っ

た
。
ゲ
ー
レ
ス
の
死
せ
る
一
八
四
八
年
は
ビ
ス
マ
ル
ク
の

プ
ロ
シ
ャ
の
宰
相
に
墨
げ
ら
れ
た
丁
八
六
二
年
を
去
る
方

に
十
四
年
の
以
前
な
れ
ざ
も
、
恐
ら
く
彼
れ
ビ
ス
マ
ル
ク

は
斯
の
如
き
狂
熱
の
徒
を
出
せ
る
1
3
イ
ッ
の
蕉
駿
界
に
樹

し
、
其
の
統
一
事
業
の
前
途
を
遮
ぎ
る
も
の
を
し
て
政
賂

的
に
弊
誠
の
賑
を
見
張
つ
た
で
あ
ら
う
。
鰭
が
て
一
入
七

〇
年
照
顧
雨
國
の
危
機
漸
く
迫
れ
る
際
に
も
、
ビ
ス
マ
川

ク
は
、
p
ー
マ
の
法
王
延
が
深
く
フ
ラ
ン
ス
の
勝
利
を
確

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
叫
〇
七
　
（
一
〇
七
）



　
　
　
第
十
撫
¢
　

雑
算
蹴
　

ビ
ス
贈
、
か
ク
の
ひ
旧
彌
り
定
か
人
化
蠣
蹄
欝
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

摩
し
、
ぜ
ズ
イ
ッ
ト
激
徒
を
蓮
じ
て
強
大
な
る
戚
化
を
フ

ラ
ン
ス
の
朝
廷
に
及
ぼ
し
、
途
に
之
を
駆
っ
て
開
戦
の
墓
・

に
串
で
し
め
た
る
事
を
知
了
し
た
Q
爾
ほ
フ
ラ
ン
ス
に
於

　
　
ウ
ル
ト
ラ
　
モ
　
ン
　
タ
　
ン

け
る
激
震
全
難
論
渚
は
フ
ラ
ン
ス
の
勝
利
を
得
た
る
眺
、

華
言
ス
ト
リ
ャ
の
奮
翼
壁
ご
聯
盟
し
て
ド
イ
ツ
に
於
け
る

『
ヅ
ア
チ
カ
ン
圭
義
』
（
ぐ
簿
穿
ρ
μ
養
二
）
に
慰
一
画
の
致
果
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

齎
ら
す
べ
き
を
確
信
し
，
掬
ほ
當
時
の
羅
馬
法
王
は
、
「
新

激
的
プ
ロ
シ
ャ
に
陣
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
勝
利
が
、
法
王
歯

　
　
コ
　
ン
　
チ
　
ル

ら
の
宗
厳
會
議
等
に
依
っ
て
非
蕎
澱
的
世
界
賂
た
聯
経
変

搦
的
奮
激
世
界
に
加
へ
つ
、
あ
っ
た
其
の
突
傷
を
樹
ほ
一

段
ご
昂
進
さ
す
・
る
に
至
る
で
あ
ら
う
、
」
ご
確
信
し
た
是
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魯

の
事
は
ビ
ス
マ
川
ク
自
ら
も
深
く
馬
齢
し
つ
、
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
妬
く
の
如
き
奮
澱
徒
の
所
謂
、
國
権
侵
害
及
び

其
の
期
待
は
ビ
ス
マ
ル
ク
の
政
笹
分
堺
の
主
義
に
抵
燭
す

る
こ
ご
多
大
で
あ
っ
て
、
彼
を
し
て
断
然
反
抗
の
態
度
に

出
で
し
め
や
う
ご
す
る
歌
垣
で
あ
っ
た
。

　
一
入
七
〇
年
七
月
ナ
入
目
即
ち
フ
ラ
ン
ス
の
宣
戦
の
布

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
〇
八
　
（
一
〇
入
）

告
が
べ
声
ジ
ン
に
交
附
せ
ら
れ
た
莫
の
前
日
、
ロ
ー
マ
の

ヴ
ァ
チ
カ
ン
會
議
に
於
て
は
『
法
王
無
誤
謬
め
決
議
が
殆

ご
満
場
「
致
の
形
式
を
…
以
て
可
決
さ
れ
た
Q
言
ふ
ま
で
も

　
（
き
）

無
く
該
厳
義
の
宣
言
は
強
烈
な
る
敷
會
集
構
の
必
要
に
出

つ
る
も
の
で
あ
っ
て
新
澱
避
難
國
の
破
壊
を
丁
霊
し
つ
、

・
6
0
り
し
ゼ
ズ
イ
ッ
ト
激
徒
の
前
業
政
策
の
…
部
の
如
く
兄

ら
τ
こ
。

　
悪
手
1

　
此
の
事
た
る
又
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
政
敷
分
界
の
主
義
に

悸
る
も
の
．
の
み
な
ら
す
其
の
理
性
．
魚
鱗
の
宗
澱
掘
よ
り

せ
ば
該
敷
義
の
宣
言
の
如
き
は
怠
れ
一
顧
の
便
値
だ
に
無

く
漸
然
其
の
排
斥
に
努
め
ね
ば
な
ら
濾
の
で
あ
る
Q
果
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

．
彼
れ
は
、
直
ち
に
宣
言
を
古
し
て
儒
、
余
に
し
て
法
王
に
從
は

ん
か
、
幸
蓮
は
我
に
嚇
し
て
失
は
る
べ
し
、
法
王
は
余
に

墨
一
て
幸
運
を
惹
く
る
を
得
す
、
法
王
は
ブ
ソ
ユ
ー
ル

（
望
、
嘗
ご
伯
の
指
示
す
る
や
う
、
ペ
テ
ロ
の
後
二
者
に
て
は

あ
ら
ぬ
な
り
。
ペ
プ
・
は
誤
無
一
は
あ
ら
ざ
り
き
．
彼
れ

は
罪
を
侵
せ
り
．
。
彼
れ
は
其
の
罪
を
悔
い
た
り
。
痛
切
に

跡



罪
の
爲
に
泣
け
り
。
余
は
信
ず
吾
入
は
法
王
よ
り
斯
く
の

如
き
を
豫
期
す
る
を
得
ざ
る
べ
し
、
』
云
々
、
比
の
如
く
言
ふ

て
居
る
Q
無
論
彼
れ
一
流
の
宗
殺
槻
に
依
っ
て
漆
王
に
痛

罵
を
加
へ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
一
面
に
は
政
澱
分
界
の

主
義
に
蝶
っ
て
法
王
権
の
増
大
を
防
が
ん
爲
、
法
王
無
誤

謬
の
意
見
に
一
大
打
扇
を
加
ふ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

三

　
ド
イ
ツ
の
落
毅
忌
中
稔
健
有
識
な
る
償
侶
の
多
数
は
以

上
の
新
澱
義
に
聾
し
て
抗
議
を
提
串
し
た
、
面
し
て
是
等

所
謂
『
ア
ル
ト
・
カ
ト
ヲ
ケ
ン
』
（
≧
艶
銭
ろ
雰
窪
）
の
若
干
は

諸
大
學
や
諸
學
校
に
減
て
之
を
駿
ふ
る
事
を
避
け
や
う
ご

縮
め
た
。
ε
こ
ろ
が
「
ア
ル
ト
・
カ
ト
ソ
ケ
ン
」
以
外
の
蕉

澱
徒
は
飽
ま
で
も
新
激
義
に
題
軌
し
て
以
上
の
反
謝
涙
を

其
の
地
位
か
ら
斥
け
て
、
輕
破
門
に
遠
し
や
う
ε
計
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
エ
ン
ト
ル
ム
ス
パ
ル
タ
イ

至
っ
た
。
術
ほ
一
入
七
｝
年
二
月
十
八
H
に
中
央
黙
ε

命
名
さ
れ
た
蕉
澱
的
政
蕪
が
興
漣
し
、
狂
烈
な
ザ
イ
ツ
統

　
　
　
櫨
型
十
艦
一
　
雑
　
纂
　
　
ビ
ス
マ
ル
〃
の
鷺
　
仰
ぜ
丈
化
照
岬
爾
・

一
の
反
饗
者
ウ
イ
ン
ー
3
ト
ル
ス
ト
（
ノ
ぐ
営
α
鋳
。
韓
）
の
鷹
下

に
峯
ゐ
ら
れ
法
王
の
俗
継
復
活
に
つ
き
辛
辣
な
要
求
を
提

案
す
る
に
至
っ
た
。
説
く
ロ
ー
マ
蕉
厳
徒
の
攻
勢
的
態
度

が
褒
の
高
瀬
に
達
し
薪
、
ド
イ
・
稲
叢
謙
蜘
．
）
ど

ス
マ
川
ク
は
其
の
特
有
の
宗
敷
写
、
感
激
分
界
の
虫
義
か

ら
…
鋤
為
重
厭
軌
的
態
度
に
論
る
こ
ご
に
な
り
、
先
づ
一
八
七

一
年
十
｝
月
に
は
儒
侶
が
説
激
塘
に
立
っ
て
政
治
を
誹
り

國
家
の
李
安
を
害
す
る
を
禁
じ
、
そ
の
翌
年
の
始
め
に
は

凡
ゆ
る
墨
書
…
管
理
者
が
ベ
ル
リ
ン
覇
…
廷
か
ら
任
命
さ
る
べ

き
を
令
し
聞
接
に
響
毅
團
の
澱
育
に
携
は
る
事
を
制
限
し

た
。
か
く
て
文
化
闘
雪
の
序
幕
は
切
っ
て
落
さ
れ
紛
擾
混

無
風
し
く
な
っ
た
が
政
府
は
更
に
｝
入
七
二
年
ぜ
ズ
イ
ツ

薮
網
の
放
逐
法
を
概
行
し
た
。
（
挫
卿
繕
韻
講
肥
．
、
）

次
い
で
1
3
イ
ッ
の
僖
駿
徒
が
「
ア
ル
ト
昏
カ
ト
ジ
ケ
ン
」
の

紳
簾
を
策
す
る
に
及
ん
で
ゼ
ス
マ
ル
ク
は
時
の
プ
繋
シ
ア

澱
育
宗
務
大
臣
フ
ァ
ル
ク
（
蜜
8
を
し
て
一
入
七
三
、
四
、

タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
グ
ゼ
ツ
ツ

五
の
三
年
各
五
月
に
所
謂
五
月
法
を
細
布
せ
し
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
，
第
一
鱗
　
　
一
〇
九
（
「
〇
九
）
　
　
、



覧

篭

　
　
　
第
十
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
ぜ
ス
｝
、
期
ク
ゆ
薪
仰
ミ
文
化
賄
嬢

（こ

ﾌ
法
に
「
プ
ロ
シ
ア
法
」
ミ
し
て
寓
し
負
も
の
で
）
霊
2
は
翼
ー
マ
敷
奇
は
が
民
事
に
携

は
蔭
若
く
は
帝
國
内
の
官
吏
市
民
を
強
追
す
る
事
を
嚴
聡

し
所
謂
俗
婚
法
（
∩
い
轟
く
離
O
プ
O
）
の
成
立
も
此
時
に
在
る
。
猛
2

は
宗
敷
家
が
客
位
遣
を
得
る
に
は
國
家
の
髄
定
せ
る
試
験

を
受
く
べ
き
を
規
定
し
且
ド
イ
ツ
の
煮
る
大
弓
で
三
年
悶
紳

學
を
修
め
た
者
に
限
る
旨
を
規
定
し
た
。
断
然
覚
ハ
志
す
所
に

猛
進
せ
る
ビ
ス
マ
ル
ク
の
態
度
を
想
見
す
べ
き
で
あ
る
。

　
五
月
法
の
虫
唾
は
宰
相
ビ
ス
マ
ル
ク
の
政
澱
分
界
の
主

義
に
其
の
因
由
を
有
す
る
こ
ご
は
雫
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
實

な
り
こ
す
る
も
細
目
の
三
度
に
織
し
て
は
殆
ご
澱
膏
宗
務

大
臣
フ
ァ
多
の
三
一
に
委
ね
た
も
の
・
如
一
、
（
彩
審

筋
麗
剥
蝦
）
寧
ろ
夏
多
ク
笠
ハ
細
属
の
二
三
に
つ

い
て
は
置
ハ
出
遣
の
當
を
得
ざ
る
事
を
海
認
せ
る
者
の
如
く

で
、
其
結
果
細
動
の
誤
解
拝
格
を
凝
し
ビ
ス
”
、
ル
ク
の
苦

慮
せ
る
こ
こ
ろ
あ
っ
た
に
も
係
は
ら
す
蓬
に
フ
ァ
ル
ク
の

僻
任
の
結
果
を
招
致
せ
る
も
の
、
如
く
で
あ
る
。
今
、
ビ
ス

マ
ル
ク
の
「
ゲ
ダ
ン
ケ
ン
・
ウ
ン
ト
・
エ
リ
ン
ネ
ル
ン
グ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
「
○
　
（
｝
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〇
三
）

パ
O
ら
【
ぎ
ぎ
二
三
（
二
☆
・
互
峯
§
鴨
ε
に
つ
さ
ぐ
此
の
聞
の
溝
息

を
大
要
摘
記
す
る
こ
ご
こ
す
る
。

　
『
五
月
法
の
法
廷
的
細
目
は
決
し
て
余
の
考
案
せ
る
一
こ
こ
ろ
ミ

　
言
ふ
謬
に
は
行
か
ぬ
。
か
か
る
こ
ミ
は
局
勢
的
に
は
余
に
豫
遠

　
い
も
の
で
あ
っ
て
、
叉
法
律
家
ミ
し
て
の
フ
ァ
ル
ク
を
監
督
し
、

　
若
く
は
そ
の
成
せ
る
ミ
こ
ろ
を
修
補
す
る
の
は
余
の
目
的
で
も

　
無
く
、
又
余
の
能
ふ
ミ
こ
ろ
で
も
無
か
っ
た
り
盟
令
余
の
健
康
に

　
し
て
許
す
ぐ
」
こ
ろ
あ
り
ミ
す
る
も
、
内
閣
総
理
た
る
余
が
、
同

　
時
に
文
翻
の
勤
の
を
な
す
一
こ
い
ふ
こ
惰
こ
は
纏
來
な
か
っ
た
。
余

　
は
経
験
に
徴
し
て
個
々
法
襟
的
の
こ
隔
こ
が
，
必
し
も
心
理
學
上

　
正
當
に
把
持
さ
れ
た
も
の
で
無
い
こ
ε
を
信
じ
た
。
正
直
な
、

　
而
か
も
三
三
の
足
ら
ぬ
プ
ロ
シ
ャ
の
憲
兵
が
拍
車
や
騎
力
を
携

　
冒
し
て
、
機
敏
な
足
早
な
櫓
侶
等
を
、
後
ろ
戸
や
疲
室
を
通
じ

　
て
追
跡
す
る
が
如
き
は
失
錯
の
こ
隔
こ
た
る
こ
∵
こ
が
明
瞭
で
あ

　
る
。
し
か
も
か
く
余
輩
の
感
け
る
勤
評
的
商
量
が
邸
刻
、
余
輩

　
、
こ
フ
ァ
ル
ク
、
こ
の
閥
に
鞠
内
的
危
機
を
醸
成
し
九
も
の
ミ
想
像

　
す
る
の
は
経
験
に
依
り
て
得
ら
る
べ
き
判
型
を
鋏
く
も
の
、
こ
需

　
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
憲
法
に
規
定
せ
る
フ
ア
ル
ク
の
管
匿
の
猫
立

、『

w
㍉



　
礎
に
干
渉
す
る
こ
ざ
に
依
っ
て
文
政
管
裳
に
封
ず
る
責
任
を
負

　
ふ
べ
き
よ
り
も
、
寧
ろ
才
幹
あ
り
勇
氣
あ
る
漸
く
の
如
き
単
離

　
を
閣
内
に
有
す
る
事
は
正
當
な
る
手
段
た
る
葱
失
は
ぬ
。
ε
こ

　
ろ
が
國
王
の
無
情
な
る
手
簡
…
鑑
別
的
傾
向
を
帯
べ
る
皇
后
の

　
感
化
に
依
れ
る
一
が
フ
ア
ル
ク
を
し
て
勘
怨
の
緒
を
切
ら
し
め

　
途
に
其
の
跡
任
を
兇
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
、
余
は
藪
に
プ
ア

　
ル
ク
の
残
せ
る
慰
法
に
修
正
を
煽
ふ
る
の
蓮
び
ε
な
っ
た
。
余

　
が
フ
ァ
ル
ク
を
羅
っ
て
闇
外
に
逐
ひ
退
け
た
の
で
あ
憂
こ
云
ふ

　
凡
ゆ
る
世
評
は
想
像
に
基
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
余
は
フ
ア
ル

　
ク
が
常
に
余
ε
の
親
交
を
績
け
た
に
も
係
は
．
b
す
、
以
上
の
世

　
詳
を
打
濡
す
や
う
に
努
め
な
か
っ
た
こ
ミ
を
怪
む
Q
」
云
々
。

　
之
に
依
っ
て
見
る
に
、
ゼ
ス
マ
川
ク
は
極
力
、
フ
ァ
ル

ク
，
排
斥
の
事
實
あ
り
し
を
否
定
す
る
が
如
き
口
吻
で
あ
る

が
、
仔
細
に
考
察
す
れ
ば
爾
ほ
爾
岩
の
聞
に
多
少
の
融
解

拝
格
の
あ
っ
た
こ
ご
を
肯
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

政
澱
分
界
の
大
方
針
に
於
て
は
フ
ァ
ル
ク
は
固
よ
り
ゼ
ス

マ
ル
ク
の
意
児
を
腱
し
て
典
の
断
行
に
努
め
，
五
月
法
の

立
案
に
も
多
大
の
助
力
を
致
し
た
の
は
無
論
で
あ
る
が
、

　
　
　
鎮
十
谷
　
　
雑
　
纂
　
　
ぎ
ス
マ
ル
ク
の
信
仰
亡
文
化
闘
蛾

細
目
に
至
っ
て
は
、
ゼ
ス
マ
ル
ク
の
意
に
満
だ
ざ
る
ε
こ

ろ
も
数
々
あ
っ
た
や
う
思
は
る
、
。
要
す
る
に
ビ
ス
マ
ル

ク
は
其
の
大
方
針
の
施
行
に
際
し
て
も
、
其
の
方
法
の
急

激
に
走
っ
て
墨
家
の
李
安
を
害
せ
澱
や
う
、
翫
來
う
る
丈

注
意
し
、
其
の
四
三
を
失
は
す
し
て
脚
意
に
添
は
ん
こ
ご

を
努
め
た
こ
ご
が
了
か
る
。
強
い
新
激
に
固
執
し
て
蕉
激

に
狂
熟
的
憎
…
悪
を
持
た
な
か
っ
た
こ
ε
が
解
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
次
に
俗
弘
法
の
剃
定
に
つ
い
て
、
ゼ
ス
マ
ル
ク
は
、
『
余

は
結
婚
を
ぱ
蕾
に
民
事
こ
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
於
て
歩

ー
テ
ル
ご
同
意
児
で
あ
る
。
し
か
も
．
此
か
る
主
義
を
承

認
す
る
こ
ご
に
反
鶉
の
意
見
を
持
す
る
の
は
、
己
が
墓
督

的
考
慮
に
繊
つ
る
ご
日
は
ん
よ
一
－
・
、
寧
ろ
現
存
の
慣
習
、
民

衆
の
信
念
に
重
き
を
惜
く
が
爲
め
で
あ
る
。
』
ご
言
ひ
、
暗

に
俗
婚
法
の
施
行
に
反
豊
な
り
し
こ
ご
を
淡
明
し
て
み

る
。
し
か
し
此
の
事
た
る
彼
れ
が
、
奮
澱
の
幾
分
結
婚
に

關
嬉
し
て
國
家
に
害
毒
を
流
す
に
も
係
は
ら
す
、
國
家
李

安
の
破
壊
て
ふ
よ
り
以
上
の
害
毒
を
免
が
る
、
鴬
め
、
該

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
盤
　
　
　
一
｝
一
　
（
一
一
一
）



　
　
　
第
十
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
ド
ス
～
、
〃
ク
の
信
簿
ミ
文
化
擁
壇

宗
激
へ
の
近
接
を
計
れ
る
こ
ビ
が
了
か
る
。

　
丈
化
圃
雫
の
愈
々
烈
し
く
な
う
ま
さ
っ
た
折
、
蓬
歩
窯

（
岡
。
誘
。
ぽ
演
訟
）
鍵
写
同
）
が
政
府
の
援
護
か
ら
離
れ
て
中
央

蕪
に
結
び
更
に
澱
下
臥
樺
…
論
者
や
ポ
ー
ラ
ン
ー
3
蕪
、
親
佛

蛍…

ﾈ
ざ
ご
提
携
し
、
凡
ゆ
る
色
彩
の
民
生
慮
（
O
魯
5
剛
《
養
ご
｝
）

に
醤
抗
す
る
に
至
っ
た
こ
ご
は
、
著
℃
一
議
會
の
形
勢
を

鍵
更
さ
す
る
や
う
に
な
っ
た
」
此
■
か
る
状
態
は
1
3
イ
ッ
の

新
た
な
統
一
の
確
立
を
妨
げ
、
夫
が
一
段
ご
募
っ
て
細
れ

ば
統
一
其
の
も
の
を
危
ふ
く
す
る
に
至
る
か
も
知
れ
漁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ビ
ス
マ
ル
ク
の
當
時
語
る
こ
こ
ろ
に
依
れ
ば
、
『
此
か
る
方

法
に
一
於
け
る
國
民
二
二
頂
害
は
、
フ
ァ
ル
ク
法
（
師
ち
五
月

法
）
の
不
必
要
な
部
分
ご
思
惟
さ
る
べ
き
も
の
・
、
放
棄
よ

り
生
す
る
損
害
に
比
し
．
遙
に
大
な
る
も
の
が
あ
る
の
で

み
る
。
』
云
々
ご
云
ふ
て
居
る
の
で
、
途
に
ビ
ス
マ
ル
ク
は

五
月
法
の
中
若
干
を
創
W
除
す
・
る
を
必
要
な
b
ご
鳴
へ
嗣
家

が
學
綾
に
支
配
樺
を
有
す
る
こ
ご
に
断
念
を
附
け
ん
こ
す

る
に
至
っ
た
。
し
か
も
、
か
、
る
譲
歩
に
蟄
し
て
は
文
化

　
　
　
　
　
　
　
錨
｝
號
　
　
　
一
一
二
　
（
一
「
二
）

蘭
．
爾
に
於
け
る
戦
友
の
方
響
か
ら
烈
し
き
反
欝
が
超
り
摩

っ
た
り
又
新
至
愚
儒
侶
の
反
抗
も
中
々
に
烈
し
き
も
の
が

あ
っ
た
。
し
か
も
此
の
間
、
ヅ
ァ
チ
カ
ン
並
に
ド
イ
ツ
に
於

け
る
諸
事
件
が
徐
々
に
、
し
か
も
確
實
に
、
文
化
闘
争
に

一
箇
の
譲
和
を
将
忘
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
郎
ち
》
八
七

入
年
一
月
に
ド
イ
ツ
特
に
ど
ス
マ
川
ク
に
封
し
て
著
し
き

反
威
を
懐
け
る
法
王
ピ
ウ
ス
九
泄
が
搬
落
し
寛
容
的
資
質

の
レ
ォ
十
三
世
が
法
王
こ
な
り
以
て
1
3
イ
ッ
ε
の
譲
和
を

完
成
さ
せ
や
う
ご
努
む
る
や
う
な
意
向
が
あ
り
、
ビ
ス
マ

ル
ク
も
亦
．
新
た
に
彼
れ
の
策
せ
る
張
込
貿
易
策
に
中
央

蕪
の
援
助
を
得
や
う
こ
し
、
爲
に
交
化
蔵
経
も
漸
次
孚
謝

の
渦
を
牧
め
て
一
八
八
七
年
後
は
全
く
軍
静
に
錦
す
る
こ

ご
、
な
っ
た
、
進
歩
蕪
の
離
叛
に
憂
慮
を
懐
け
る
ビ
ス
マ

ル
ク
が
、
五
月
法
の
一
部
を
犠
牲
こ
し
て
、
構
ほ
且
つ
落

敷
派
こ
の
要
協
を
策
す
る
や
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
見
彼

れ
に
堂
々
た
る
定
見
を
鉄
く
や
の
威
が
無
い
謬
で
は
無
い

が
・
併
し
乍
ら
之
が
妥
協
に
依
っ
て
ド
イ
・
の
塾
を
妨



、
㍗
r

画

ぐ
べ
き
毒
素
を
一
蒋
錦
髄
ぜ
ん
ご
し
た
こ
こ
ろ
に
言
ひ
換

ふ
れ
ば
假
害
心
澱
へ
の
接
近
が
幾
分
國
蓮
を
妨
ぐ
る
や
う

な
こ
ご
が
あ
る
に
せ
よ
、
か
く
し
て
よ
う
以
上
の
害
毒
を

除
去
し
や
う
ご
努
め
た
こ
こ
ろ
に
非
常
な
る
苦
3
5
が
あ

り
、
非
常
な
る
聰
明
が
潜
ん
で
居
る
こ
ご
を
君
算
せ
ね
ば

な
ら
諏
。
か
く
の
如
く
し
て
農
家
の
編
利
を
安
固
に
保
つ

こ
ご
が
下
意
の
命
ず
る
こ
こ
ろ
ご
題
く
信
じ
て
居
淀
の
で

あ
る
。

　
ゼ
ス
マ
ル
ク
の
宗
狸
掘
に
は
理
性
車
載
の
精
紳
が
署
し

く
現
は
れ
て
居
る
、
一
信
仰
を
魑
執
し
て
、
他
信
抑
に
飽

ま
で
も
，
狂
熟
的
の
抵
抗
を
警
む
る
が
如
き
こ
ε
は
莫
の

喜
ぶ
ざ
こ
ろ
で
は
無
い
。
彼
れ
に
見
て
は
主
こ
し
て
國
家

の
瀟
利
を
…
進
む
る
こ
ご
が
上
帝
の
意
に
最
も
忠
實
に
添
ふ

所
以
で
あ
る
、
回
れ
が
爲
に
は
購
に
一
、
信
仰
に
親
み
、
時

に
或
は
他
信
仰
に
近
く
も
篤
い
荻
ま
し
ご
せ
ざ
る
ご
こ
ろ

　
　
　
　
“
十
巷
　
　
雛
琳
響
搬
　
　
ぜ
ス
岬
、
ル
グ
の
姪
一
仰
書
山
又
化
鴨
糊
鯨
ず
‘

で
あ
る
。
か
、
る
傾
向
の
叫
端
は
逸
楽
蘭
孚
に
於
け
る
彼

れ
の
態
度
に
徴
す
る
も
明
で
あ
る
。
是
等
の
傾
向
は
彼
れ

の
一
般
的
行
働
の
上
に
も
著
し
き
反
慮
を
顯
は
し
彼
れ
の

　
　
　
　
　
　
（
3
ユ
）

行
動
は
麹
ま
で
も
客
魏
酌
で
あ
っ
て
主
観
的
で
は
無
つ

た
。
こ
れ
あ
る
が
爲
め
、
彼
れ
の
行
動
に
は
沈
勇
ご
中
庸

　
　
　
　
　
　
（
磁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
音
ら
め

ご
が
あ
っ
た
．
大
極
な
考
察
ご
賢
明
な
断
念
の
情
ご
が
あ

っ
だ
。
彼
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
が
政
漕
上
個
人
的
偏
愛
嫌

忌
の
鷲
ご
に
左
右
さ
れ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
過
度
の
政

治
的
慾
求
に
磨
ら
を
任
せ
た
伽
州
き
こ
ご
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク

に
於
て
決
し
て
兜
欝
し
得
ざ
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
換
言

す
れ
ば
彼
れ
は
飽
ま
で
も
弾
碁
的
で
理
想
的
で
は
無
つ
た

の
で
あ
る
。
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